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2016年 7月 30日（土）、 31日（日）に霊長頚研究所で開催したc 参加者は42名であった。 4つの講義（伊藤毅「か
たちを読む ：顔の中の空洞のはなしJ、今村公紀 「霊長類 xiPS細胞でできること」、辻大和 「リーフモンキー
が教えてくれた熱帯の生き物のつながりJ、宮部貴子 「動物福祉：サルやチンパンジーの『幸せ』について考え








月 14日、 15Bに開催したe 14日は、 霊長類研究所の 11分科の教員による講演、所内見学、大学院入試の説明、
および大学院生・研究員も参加した懇談会を行った。 15日は、それぞれの参加者が希望するこつの分科の研究室
を訪問し、各分科の教員と懇談した。参加者は 14日が27名、 15日が26名であった
（文責・ 広報委員長）
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